
粒子解析
ソリューション



研究開発プロジェクト室のご紹介

物性

熱解析

形状

表面観察

内部観察

元素分析

分子構造 受託試験

研究開発分野に特化した専門組織で、各分析手法について比較検討、選定、メーカ
のベンチマークを行い、お客様の課題に応じたコンサルティング提案を行います。



光学顕微鏡や電子顕
微鏡など、二次元画
像による解析手法

粒度分布の他、粒子
形状のリスト化、分
析が可能

元素分析、ラマンな
どの併用も可能

画像解析

各粒子解析法のご提案 各手法についてコンサルティング提案をいたします

レーザ光の回折・散
乱パターンによる粒
度分布測定手法

操作性もよく、検査
工程でも多く採用さ
れている

レーザ
回折

ブラウン運動による
散乱光の揺らぎから
測定する

簡単に測定できる

測定範囲が広い

動的光散乱

超音波の強度の変化
(超音波減衰率)、音速
を測定し、粒子径を
算出する

高濃度測定が可能

液体の色に関係なく
測定可能

超音波



粒子径×形状分布を取得

乾式凝集性粉体、造粒粉もそのまま測定
自動分散いつでも誰でも同じ分散結果
自動測定分散～測定、解析まで最短10分程度
個数カウント数千～数十万個以上を自動カウント
形状分布円形度、アスペクト比、繊維度他
広範囲0.5～1300μmのワイドレンジ測定
クリアな画像1.25μm、4912×3684ピクセル
高濃度対応ペーストをガラスに塗布
オプション湿式セル、フィルタホルダ、ラマン他

粒子解析顕微鏡法、画像法

スペクトリス
マルバーンパナリティカル

次世代型粒子画像分析装置
モフォロギ4

粒子画像分析およびラマン
分光分析装置

粒子径
形状

①撮像と同時に粒子の位置情報も取得
②選択した粒子の位置情報を元に、自動的に粒子の中心部にレーザ光を照射し、ラマン分析
③ソフトウェアに搭載された分析アルゴリズムで１つ１つの粒子の化学同定を対応

異物分析など



粒子解析顕微鏡法、画像法

横河電機

フローイメージング顕微鏡

フローイメージング顕微鏡を用いて、直径2㎛～1㎜
の微粒子を撮像・分析するイメージング粒子解析シ
ステムです。
溶液中のすべての検出可能な粒子の形状、種類、サ
イズ分布を同時に測定します。

・検出サイズ 300 nm〜5 mm
・高度な閾値機能により、半透明粒子の正確な分析が可能
・一般的な分析速度＝250μL /分
・フレームレート：最大60fps
・カウント機能：単位流量あたりの粒子数
・面積ベース直径(ABD)、等価球面直径(ESD)、長さ

幅、面積、アスペクト比(幅/長さ)、円形度、
・ フィルタリング機能では、粒子の特性に基づいた

フィルタを作成して、サンプル内の特定のタイプの
粒子を自動的に分離することもできます。

FlowCamイメージング技術の模式図

検出原理
① シリンジポンプで、フローセルを通し
てサンプルを吸引します。
② 画像取り込み時の画像ぶれを防止する
ために、フラッシュ照明を 使って粒子を
照明します。
③フローセル視野全体の画像をカメラで
撮影します。

粒子径
形状



レーザ回折法

スペクトリス
マルバーンパナリティカル

レーザ回折式粒子径分布測
定装置
マスターサイザー3000

世界シェア№1 世界販売台数 1万台 国内1千台以上
広域測定10nm～3500um
ナノ粒子から凝集体まで幅広い製品・原料に対応
10kHzのデータ取り込み、1%以下の正確性・再現性
データは1秒間に10000回の高速取り込み且つ高精度
全ユニット自動光軸調整・迅速ユニット交換・簡単洗浄
専用工具を用いず、迅速なユニット交換、セル窓板洗浄
直感的で分かりやすい日本語ソフトウェア
ソフトウェア内での規格値や評価値のリアルタイム表示、
エクセルへの出力も簡単
高コヒーレントなＨｅ－Ｎｅレーザーを採用
青色LEDを標準搭載
光源は短波長であるほど微粉を捉えることができるため
主光源に加えて短波長の青色光源を標準で搭載

粒子径
形状

リアルタイム表示画面



粒子径・ゼータ電位

スペクトリス
マルバーンパナリティカル

ゼータサイザー
アドバンスシリーズ

高濃度サンプルに対応
多角度動的光散乱を使用し、粒子径分布の精度が向上し、
濃度情報も表示
新型アルゴリズムを搭載し、粗大粒子の影響を低減、より
短い時間で粒子径が測定可能
各種サンプルセル、自動滴定装置などの豊富なオプション
バンドパスフィルタを標準搭載、ソフト上でON/OFF が切
り替え可能

粒子径
ゼータ電位

特許技術NIBS®（非接触後方散乱技術）
動的光散乱法の測定時に利用することで、DLSで測定できる
濃度はppmオーダーから最大で40 wt%までとなり、希釈を
したくないサンプルにも広く測定ができるようになっただけ
でなく、装置が自動的に最適な光学的条件を決定することが
出来るため、初心者の方でも最適な条件設定で動的光散乱測
定（DLS）ができるようになりました。

粒子径測定、ゼータ電位測定、分子量測定に1台で対応できるナノ粒子・高分子向けの分析装置です。



動的光散乱法

大塚電子

動的光散乱粒子径測定装置

nanoSAQLA

・動的光散乱法(DLS法)による粒子径測定
粒子径0.6nm～10μm

・1台で最大50体連続測定
オートサンプラーを追加すれば50検体の連続測定を実現
各検体の条件を変えて測定することも可能

・希薄から濃厚系対応
・標準測定時間1分の高速測定

濃厚系から希薄系サンプルまで最適な測定位置を自動調整し
約1分の高速測定を実現

・かんたん測定機能搭載 (1クリックで測定開始)
複雑な操作は一切なし、シンプルでわかりやすいソフト

・セルブロック内蔵で分注なしのコンタミレス
各セルが独立しているためコンタミの心配がありません

・温度グラジエント（勾配）機能搭載
温度設定も手軽に可能

アルミナの粒子径測定

粒子径
形状



ゼータ電位、粒子径、分子量

大塚電子

ゼータ電位、粒子径、分子
量測定システム

ELSZneo

レオロジー
分散性

ゼータ電位
元素組成

ELSZseriesの最上位機種で希薄溶液～濃厚溶液でのゼータ電位･粒子径測定に加え、分子量測定を可能にした
装置です。新しい機能として粒度分布の分離能を向上させるため多角度測定を採用いたしました。また粒子
濃度測定やマイクロレオロジー測定、ゲルの網目構造解析も可能にしました。

•希薄から濃厚溶液（〜40%）*1まで幅広い濃度範囲の粒子径・ゼータ電位測定が可能
•多角度測定により、分離能の高い粒子径分布の測定が可能
•平板状サンプルのゼータ電位を高塩濃度下で測定が可能
•静的光散乱法を用いて粒子濃度の測定が可能
•動的光散乱法によりマイクロレオロジー測定が可能
•ゲル試料を複数点測定することによりゲルの網目構造や不均一性の評価が可能
•標準フローセルで粒子径とゼータ電位を連続して測定が可能
•０〜90℃の広い温度範囲で測定が可能
•温度グラジエント機能によりタンパク質などの変性・相転移温度解析が可能
•セル内の電気浸透流を実測、プロット解析により高精度なゼータ電位測定結果を提供
•蛍光カットフィルター取付け可能（オプション）



超音波式粒子径・ゼータ電位測定

三洋貿易

超音波方式粒子径・ゼータ電
位測定装置

スラリー
粒子径、ゼータ電位

レオロジー
分散性

ゼータ電位
元素組成

• 50％濃度までの濃厚スラリーの粒子径
分布測定可能。

• 1台で幅広い測定範囲
5nm～100μm

• 濃厚系の水系・非水系のゼータ電位が
再現性良く測定出来る。

• 電気二重層の厚み、電気二重層の厚み
と粒子半径の比などの情報が得られる。

• 粒子径分布とゼータ電位を同時に測定
することによって実液状態で粒子の
分散・凝集状態が把握できる。

・測定時間は約7分。

容器を複数用意する事により作業性が向上

超音波法 測定原理
超音波がサンプル中を通過するとき、超音波
の強度の変化(超音波減衰率)、音速を測定。
減衰は、粘性、散乱、構造損失などがあり、
理論減衰スペクトルとのカーブフィッティン
グ法により高精度な粒子径分布を測定。

測定例 カーボンナノチューブ

試料の投入

分散処理(パス回数)の増加によって超音波
減衰率が下がる傾向（ 3P>>5P>10P )
分散処理による分散変化の数値化可能

超
音
波
減
衰
率

周波数



粒子化ホモジナイザー
常光

粒子化

独自のノズル技術で…

・材料を傷つけない
・きれいに解砕
・CNF・CNTの様な
高アスペクト比の
材料を切らずに
ほぐしきります。

最新事例

ラインナップ

粒子化


